
江田島市議会江田島市議会

第 号73第 号73
令和５年２月１日令和５年２月１日

江
田
島
市

江
田
島
市議会議会

力強く前
へ

議会も前
へ

～市民の声と共に～
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議会議会でで取り組みたいこと
取り組みたいこと 新新たなたな１年１年へへ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
令
和
５
年
の
新

年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
は
、
社
会
・
経
済
・

生
活
情
勢
が
激
し
く
、
さ
ま

ざ
ま
に
変
化
を
す
る
と
い
う

経
験
の
な
い
新
た
な
時
代
に 

あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
新
し
い

発
想
や
知
識
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
議

員
も
日
々
勉
強
し
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
実
行
し
つ
つ
、

時
代
に
沿
っ
た
新
た
な
取
り

組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
く
意
気
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
号
の
特
集
の
一

つ
と
し
ま
し
て
、
議
員
一
人

一
人
が
こ
の
一
年
、
議
会
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
こ
と 

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

 　
　
　
本
年
も
江
田
島
市
議

　
　
会
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地域の
第１次産業活性化

自然と大きく関わりがある、
第１次産業を環境保全と組み
合わせて活性化できるよう取
り組んでいきたいです。

市民の生活を
第一に！

議員が取り組みたいことはさ
まざまでも、市を良くしたい
思いは一緒です。志を一つに、
市発展のために頑張ります。

安心・安全な
まちづくり

有害鳥獣による被害が後を絶
ちません。市民の皆さまが安
心・安全に暮らせるよう、改
善に向けて尽力します！

心豊かに暮らせる
江田島市に

子どもから高齢者までどの世
代も豊かに暮らせる、住みよ
いまちづくりを目指し、取り
組んでいきます。

市政発展に全力で
取り組みます

安心して暮らせるまちづくり
は市民の願い。皆さまの声を
行政に反映するよう一般質問
や委員会活動に励みます。

市民の立場に立っ
た議員・議会に

市民の代弁者として市民の立
場に立ち、市民の声をしっか
りと受け止め、市政に反映で
きる議員・議会を目指します。

  海生交流都市に
  ふさわしい海を

住む人も訪れる人も喜ぶ美し
い海辺になるよう、海ごみの
少なくなる仕組みを提案し、
里海の保全に取り組みます。

働くものが
報われる市政を

誠実に働いている市民の方が
報われるよう、希望が持てる
江田島市へ一歩ずつ前進して
いきます！

市民の負託に 
応えます！

市民一人一人の小さな悩
み、不安、不満を一つでも
解消できるよう市民の負託
に応える議会を目指します。

市民の声を
市政に届けます

市民一人一人の声を市政に
届け、市民が暮らしやすく 
なることを実現します。

一人の人を
大切に！

皆さまの声をしっかり
届けていき、皆さまと
共に前進していきます。

地域と行政の 
パイプ役に

皆さまの声を市政に届け、江
田島市民として住み続けられ
るまちづくりを目指し、全力
で頑張ります。

みんなでつくる
江田島の未来

今何が出来るのか？
また、何をするべきか？
地域の方々と共に前向きに考
えて取り組みます。

江田島市に
元気を！

江田島市を元気にするために
ガンバっています♪地域の子
育てから、高齢者の福祉まで
取り組んでいきます！

未来に向けて！
一歩ずつ！

次の世代により良い未来と、
江田島を残すことができるよ
うに小さな声にも大きく耳を
傾け、声を聞き届けます！

市政の主役は 
市民です！

主役である市民一人一人の意主役である市民一人一人の意
見をしっかりと聞き取り、皆見をしっかりと聞き取り、皆
さまの貴重なご意見を市政へさまの貴重なご意見を市政へ
届けていきます。届けていきます。

吉
野　
伸
康

吉
野　
伸
康

山
本　
一
也

山
本　
一
也

沖
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大
洋

沖
元　
大
洋
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也
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志

沖　
也
寸
志

長
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子

長
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実
子

岡
野　
数
正

岡
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上
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古
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俊
彦
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筧
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宮
下　
成
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俊

平
川　
博
之

平
川　
博
之

上
松　
英
邦

上
松　
英
邦

新年のごあいさつ

議会で取り組みたいこと 新たな１年へ

議
長
議
長

　
吉
野　
伸
康

　
吉
野　
伸
康

副
議
長

副
議
長

　
平
川　
博
之

　
平
川　
博
之
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江
田
島
市
は
若
い
人
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
？
都
会
は
、
仕
事
の
選
択

肢
も
多
く
、
な
ん
と
い
っ
て
も
キ

ラ
キ
ラ
感
は
魅
力
的
で
す
。
私
も

仕
事
は
広
島
市
内
で
す
が
、
毎
日

通
勤
し
て
い
ま
す
。
江
田
島
市
の

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時
間
や
雰
囲

気
、
気
軽
に
声
掛
け
を
す
る
人
間

関
係
が
好
き
で
、
地
元
か
ら
離
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
環
境
を
多
く
の
人
に
知 

っ
て
ほ
し
い
の
で
、
も
っ
と
江
田

島
市
の
良
さ
を
発
信
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

Ｉ  

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ  

Ｅ
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ

若
い
人
が
住
ん
で

　
　
み
た
く
な
る
ま
ち

山口　千尋　さん
（江田島町幸ノ浦）

　

若
い
人
が
住
み
続
け
る
に
は
、

雇
用
の
場
を
増
や
す
こ
と
が
一
番

重
要
。
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
、

若
い
新
し
い
風
を
入
れ
つ
つ
、
生

ま
れ
育
っ
た
人
が
住
み
続
け
ら
れ

る
江
田
島
市
に
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
江
田
島
市
に
は
、
牡
蠣

や
柑
橘
、
オ
リ
ー
ブ
な
ど
質
の
高

い
一
次
産
品
、
盛
ん
な
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
、
歴
史
文
化
な
ど
自
慢
で

き
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
体
制
を
し
っ
か

り
つ
く
り
、
外
か
ら
人
を
呼
び
込

み
、
ま
た
、
生
ま
れ
育
っ
た
人
が

江
田
島
市
の
魅
力
に
親
し
め
る
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

若
い
人
が
住
み
続
け

　
ら
れ
る
江
田
島
市
を

樋口　元武　さん
（大柿町深江）

　
私
は
、
若
年
世
代
の
人
が
活
躍

で
き
る
江
田
島
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
江
田
島
市
に
は
多
く
の
魅
力
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
若
年
世

代
の
人
が
活
躍
で
き
る
場
所
が
少

な
い
た
め
、
島
外
に
出
て
、
仕
事

を
す
る
た
め
に
広
島
市
内
な
ど
に

住
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

若
年
世
代
が
活
躍
で
き
る
場
所
を

提
供
す
る
こ
と
は
、
島
内
の
人
口

を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
若
い
力

を
最
大
限
生
か
し
た
活
発
で
豊
か

な
江
田
島
市
を
つ
く
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

若
年
世
代
が
活
躍

で
き
る
ま
ち
へ
！

坂口　莉來　さん
（能美町鹿川）

　
私
は
、
花
卉
の
栽
培
業
に
従
事

し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
課
の
担

当
者
の
方
に
は
と
て
も
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、一
方
で
、

生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

は
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
若
手
農
業
従
事
者
が
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
や
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
援
助
に
力
を
入
れ
て
、
島
外

か
ら
も
島
へ
来
て
暮
ら
し
た
く
な

る
様
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
も
苗
作
り
も
過
程
が
大
切
で

す
。
ど
ん
な
種
を
育
て
る
か
一
丸

と
な
っ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

次
世
代
へ向け

て
の
支
援
を

村上　浩司　さん
（大柿町飛渡瀬）

　
私
は
、
こ
の
島
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
、
結
婚
を
し
、

子
育
て
を
し
な
が
ら
福
祉
の
仕
事

に
就
い
て
い
ま
す
。
江
田
島
市
は

海
に
囲
ま
れ
て
、
温
暖
で
過
ご
し

や
す
い
環
境
な
の
で
、
子
ど
も
た

ち
も
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
高
齢
化
が
ど
ん
ど
ん

進
み
、
年
々
利
用
者
の
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
一
人
一
人
に
応
じ
た

し
っ
か
り
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
心

掛
け
な
が
ら
、
自
分
自
身
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
福
祉
に
対
す
る
理

解
や
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

充
実
し
た
福
祉
を

 

目
指
し
て

空久保　智恵　さん
（沖美町畑）

　
若
い
頃
は
島
か
ら
出
た
く
て
街

に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

結
婚
し
子
ど
も
が
で
き
た
と
き
、

育
て
る
の
は
、
や
は
り
島
が
良
い

と
思
い
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

野
山
を
駆
け
巡
り
、
海
で
泳
ぐ
。

自
然
の
中
で
遊
ば
せ
、
学
ば
せ
た

い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
将
来
も
自
然
を
楽
し
め
る
環
境

を
、
自
分
た
ち
で
率
先
し
て
創
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に

島
の
魅
力
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で

す
。
運
よ
く
同
じ
世
代
の
、
同
じ

よ
う
な
考
え
の
仲
間
に
も
恵
ま
れ

ま
し
た
。
仲
間
と
と
も
に
江
田
島

市
の
未
来
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。

自
分
た
ち
で
率
先
し
て向井　亮太　さん

（大柿町深江）

どんな江田島市になってほしいですか？

＼ 議員がインタビュー ／

市民の声

議会広報特別委員が幅広い年代の市民の方から
将来の江田島市についてインタビューを行っています。
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　切串公民館と認定こども園きりくしを再編し、新たな地域拠点となる
複合施設として、　（仮称）切串交流プラザおよび認定こども園きりくし
を新築します。

契約金額　４億７，９１６万円
請負業者　株式会社大柿産業（大柿町飛渡瀬）
工　　期　令和６年２月 29 日まで

こども園の玄関ホールが２階にある
が保護者への説明は。

子どもたちを２階まで連れて来ていただくよう、運用開始時期
に説明をし、事故の起こらないように努めます。

こんな質問が出ました

Ｑ

Ａ

Point!! （仮称）切串交流プラザと認定こども園きりくしの
新築工事がスタート

2
議案第 73 号（仮称）切串交流プラザ及び認定こども園きりくし新築工事（建築）請負契約の締結に
ついて

　国庫支出金、県支出金、繰入金を計上し、約５億４，０００万円の増
額補正です。

 物価高騰による、家計の負担軽減のため、
家事専用水道料金の基本料金を減免します。
※２月検針分の請求が対象

 物価高騰による、学校や保育施設の給食材料費の値上がり分に対して交付
金を充てて対応します。

 新型コロナウイルス感染症の対応をしながら
の空調利用や、電気料金の値上がりを受け、
当初予算を大幅に超えたため約４，３００万
円の電気代を計上しています。

Point!!
 江田島市一般会計補正予算が可決

3
議案 77 号　令和４年度江田島市一般会計補正予算（第４号）

この中から３つを
詳しく解説   

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅のパソコンやスマートフォンから視聴できます。

全ての議案名は、
市ホームページで
ご覧いただけます。

選挙・・・１件
報告・・・１件
同意・・・５件
諮問・・・４件
議案・・・22 件

!!

令和４年 12 月

定例会
会期：12/13・14

インターネットで本会議の映像を視聴できます！

江田島市議会　中継

　放置艇解消のために係留可能場所の指定等整備を進めてきましたが、
新型コロナウイルス感染症の影響により、関係者と話し合いの機会を十
分に確保できず進捗に遅れが生じているため、使用料の徴収開始時期を
令和５年度から令和７年度へ変更します。

放置艇の数はどれくらいあるのか。

令和２年度調査では、本市管理の港湾
施設に約４００艇ほどとなっています。

こんな質問が出ました

Ｑ

Ａ

Point!!
プレジャーボートを係留保管する際の使用料の徴収時期を変更

1
議案第 72 号　江田島市港湾施設等設置及び管理条例及び江田島市漁港管理条例の一部を改正する条例 
について
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道
路
の
補
修
を
要
望
し
た

場
合
、
予
算
が
な
い
か
ら

す
ぐ
に
は
で
き
な
い
と
い
う
声

を
聞
く
が
、
道
路
補
修
予
算
は

十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
の

か
。

　
　
経
年
劣
化
に
よ
る
路
面
の

凹
凸
が
進
行
し
て
い
る
場

合
、
予
算
の
範
囲
内
で
優
先
順

位
を
つ
け
な
が
ら
施
工
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
必
要
な
予
算

の
確
保
と
計
画
的
な
道
路
補
修

に
努
め
ま
す
。

　
　
現
在
、
里
道
に
対
す
る
災

害
崩
土
は
除
去
す
る
が
、

イ
ノ
シ
シ
の
掘
り
返
し
に
よ
る

崩
土
は
除
去
で
き
な
い
と
あ

る
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
同

様
の
通
行
障
害
な
の
で
何
と
か

な
ら
な
い
か
。

問答問

　
　
現
在
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

里
道
の
崩
土
の
除
去
は
、

土
地
の
所
有
者
等
に
よ
り
対
応

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
土
地
所
有
者

等
の
高
齢
化
や
市
外
居
住
な
ど

で
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
土
地
所
有
者

等
に
よ
る
崩
土
除
去
が
困
難
な

場
合
に
は
、
里
道
を
利
用
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ま
の
生
活
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
市
内
全
域
に
広
が
る
イ
ノ

シ
シ
被
害
は
、
農
作
物
の

み
な
ら
ず
石
垣
の
崩
壊
や
ケ
ガ

人
ま
で
発
生
し
て
お
り
、
さ
ら

な
る
強
化
策
が
必
要
で
は
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
の
生
態
や
行
動

　
　
等
を
正
し
く
理
解
し
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ノ
シ
シ

を
寄
せ
付
け
な
い
取
り
組
み
を

強
化
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
現
状
の
取
り
組
み
で
は
、
事

態
の
改
善
が
困
難
で
あ
る
。
次

期
計
画
で
は
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
具
体
的
強
化
策
、
つ
ま
り
結

果
を
出
せ
る
計
画
と
な
る
よ
う

英
知
を
結
集
し
、
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

答イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
強
化
は

問答

岡野　数正
道路の老朽化および通行障害対策について問う
　　適切に補修予算を確保し、市民生活に支障がないよう
　　対応する答

１　岡野　数正　　道路の老朽化および通行障害対策について問う
２　古居　俊彦　　金融教育について学校ではどう教えているのか
３　平本　美幸　　旧ユウホウ紡績工場跡地について
４　宮下　成美　　不登校児童生徒の状況および支援について
５　長坂　実子　　介護予防・フレイル予防のさらなる充実を
６　酒永　光志　　沖美ふれあいセンターの空調設備の修理を早急に
７　美濃　英俊 　  空き家対策の補助金について。補助金予算を来年度も含めどのように考えるか問う
８　筧本　語　　　陸上公共交通の改善について
９　上本　雄一郎　ふるさと納税のさらなる取り組みを

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

質問者　9人

一般質問
市の考えを問う

　
　
学
校
に
お
け
る
金
融
教
育

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
の
か
。

　
　
小
学
校
で
は
、
買
い
物
の

　
　
仕
方
や
消
費
者
の
役
割
、

物
や
金
銭
の
大
切
さ
と
計
画
的

な
使
い
方
に
つ
い
て
、
中
学
校

で
は
売
買
契
約
の
仕
組
み
に
加

え
、
消
費
者
被
害
の
背
景
や
対

応
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
家
庭

科
の
授
業
で
学
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
の
社
会
科
で

は
、
経
済
や
金
融
の
仕
組
み
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
高

等
学
校
に
お
い
て
も
、
現
代
の

経
済
・
社
会
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
ま
す
。

　
　
外
部
講
師
を
招
い
て
の
授

業
は
。

　
　
特
別
活
動
や
総
合
的
な
学

習
で
消
費
生
活
相
談
員
や

銀
行
員
な
ど
に
来
て
も
ら
う
こ

と
は
可
能
で
す
の
で
、
各
小
中

学
校
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　
一
般
市
民
や
成
人
へ
の
Ｐ

Ｒ
の
対
応
は
。

　
　
特
殊
詐
欺
等
の
犯
罪
防
止

に
係
る
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
ま
す
。新
成
人
に
対
し
て
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め

の
冊
子
や
、
ト
ラ
ブ
ル
回
避
マ

問問答問問答問問答

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
　
市
内
で
の
特
殊
詐
欺
の
発

生
件
数
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
は
な
く
、
令
和

３
年
は
２
件
、
令
和
４
年

は
１
件
で
す
。
実
際
に
は
、
警

察
に
相
談
し
た
も
の
の
羞
恥
心

や
家
族
に
秘
密
に
し
て
お
き
た

い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
被
害
届

は
出
さ
ず
、
事
件
と
な
っ
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
警
察

署
か
ら
は
、「
も
っ
と
多
く
の

被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
被
害

者
の
多
く
は
高
齢
者
で
あ
る
」

と
も
聞
い
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に　

　
今
年
か
ら
、
成
人
の
年
齢
が

引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、
金
融

教
育
・
Ｐ
Ｒ
は
大
変
重
要
な
こ

と
な
の
で
、
市
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
い
た
い
。

問問答

古居　俊彦
金融教育について学校ではどう教えているのか
　　 「物や金銭の大切さ」や「経済や金融の仕組み」など
　　の授業を行い、金融教育に取り組んでいる答

　
　
今
年
度
、
江
田
島
市
大
柿

　
　
町
大
君
に
あ
る
旧
ユ
ウ
ホ

ウ
紡
績
工
場
跡
地
へ
の
企
業
誘

致
活
動
を
促
進
す
る
た
め
、
土

地
な
ど
の
整
理
業
務
を
行
う
予

算
が
、
２
０
０
０
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯 

・
今
年
度
の
進
捗
状
況
・
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
令
和
３
年
３
月
に
リ
ベ
ラ

株
式
会
社
様
か
ら
約
４
・

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
場
跡
地
の

他
、
隣
接
地
な
ど
併
せ
て
５
・

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
寄
附

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

土
地
へ
の
企
業
誘
致
を
成
功
さ

せ
る
た
め
、
今
年
度
は
土
地
の

状
況
を
把
握
す
る
調
査
業
務
の

委
託
料
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
、
課
題
を
整
理
し
た
上
で

企
業
誘
致
に
向
け
た
公
募
条
件

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
江
田
島
市
に
お
い
て
寄
附

の
申
し
出
や
受
納
に
関
す

る
ル
ー
ル
が
な
い
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　
　
原
則
と
し
て
、
公
共
的
な

　
　
利
用
計
画
が
な
く
、
将
来

的
に
も
利
用
の
見
込
み
が
な
い

場
合
は
、
寄
附
を
受
納
し
て
い

ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
で
寄
附
申
出
者
に
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

問答問答

　
　
土
地
の
調
査
方
法
は
。

　
　
①
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
機

に
よ
り
地
表
下
約
３
ｍ
程

度
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
構
造
物

の
位
置
や
状
態
を
把
握
し
ま

す
。

　
②
水
源
調
査
と
し
て
、
河
川

や
山
林
か
ら
の
水
源
２
カ
所
の

水
量
お
よ
び
水
質
を
検
査
し
ま

す
。

　
①
②
の
情
報
を
も
と
に
、
報

告
書
を
ま
と
め
、
企
業
誘
致
を

す
る
際
の
基
本
情
報
と
し
て
活

用
し
ま
す
。

　
　
当
該
土
地
に
企
業
誘
致
を

す
る
際
の
江
田
島
市
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。　

　
　
他
市
町
と
比
べ
、
土
地
を　

無
償
で
譲
り
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
価
格
面
で
の
優
位

性
が
あ
り
ま
す
。
流
通
に
関
し

て
は
、
ア
ク
セ
ス
の
点
で
劣
っ

て
い
ま
す
が
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
を
十
分
整
理
し
、
公
募
を

し
て
い
き
ま
す
。

問答問答

平本　美幸
旧ユウホウ紡績工場跡地について
　　江田島市の強みをしっかりと出し、
　　本市にとって有益な企業誘致を目指す答

イノシシによる通行障害イノシシによる通行障害

旧ユウホウ紡績工場跡地旧ユウホウ紡績工場跡地
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本
市
に
お
け
る
不
登
校
の　

状
況
は
。

　
　
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か

　
　
ら
、
大
き
な
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
不
登
校
の

要
因
と
し
ま
し
て
は
「
無
気
力

・
不
安
」「
人
間
関
係
」「
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
」
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
要
因
が
複
合
し

て
い
る
事
案
も
あ
り
ま
す
。
不

登
校
傾
向
に
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
状
況
把
握
や
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
支
援
会
議
を
開
催
し
、

指
導
内
容
等
の
改
善
を
は
か

り
、
教
員
の
連
携
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

不
登
校
に
関
す
る
研
修
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
　
不
登
校
Ｓ
Ｓ
Ｒ
（
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
）

を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
支
援

を
し
て
い
る
か
。

　　
　
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
快

適
な
環
境
と
な
る
よ
う
教

室
の
整
備
を
行
い
、
一
人
一
人

に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
計
画
を
策

定
し
、
学
習
支
援
等
を
行
い
ま

す
。
県
の
指
定
を
受
け
、
大
柿

中
学
校
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
、

能
美
中
学
校
で
は
令
和
４
年
度

か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
設
置
し
て
お
り
、

Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
利
用
す
る
生
徒
は
、

自
分
の
決
め
た
時
間
の
中
で
学

習
を
進
め
た
り
、
興
味
・
関
心

問答問答

の
高
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
す

る
な
ど
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
不
登
校
傾
向
に
あ
っ
た
生

徒
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
登
校
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
　
小
学
校
や
、
江
田
島
中
学

校
に
も
Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
設
置
で

き
な
い
か
。

　
　
Ｓ
Ｓ
Ｒ
推
進
校
を
拡
充
し

　
　
た
い
と
考
え
て
お
り
、
江

田
島
中
学
校
も
加
え
、
３
つ
の

中
学
校
に
設
置
で
き
る
よ
う
、

広
島
県
教
委
に
要
望
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
へ
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
不
登
校
対
策
に
つ
い
て
、

教
育
長
の
思
い
や
考
え
は
。

　
　
「
不
登
校
児
童
生
徒
に
問

題
が
あ
る
」
と
の
決
め
つ

け
を
払
拭
し
、
教
員
や
保
護
者

等
が
「
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄

り
添
う
姿
勢
」
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
ど
の
子
ど
も
も
卒

業
後
は
社
会
人
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
、

周
り
の
大
人
と

の
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

問答問答

宮下　成美
不登校児童生徒の状況および支援について
　　児童生徒一人一人の状況を把握し、保護者や関係機関 
　　とも連携しながら、きめ細やかな支援に努める答

　
　
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る

本
市
に
お
い
て
、
地
域
共

生
社
会
に
向
け
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
と
福
祉
の

充
実
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
は
本
市

の
施
策
の
重
点
テ
ー
マ
で
あ

る
。
本
市
で
介
護
が
必
要
に
な

る
一
番
の
原
因
は
骨
折
や
フ
レ

イ
ル
で
、
介
護
フ
レ
イ
ル
予
防

に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
や
保
健
師
な
ど
の

専
門
職
に
よ
る
地
域
で
の
取
り

組
み
状
況
は
。

　
　
百
歳
体
操
の
場
で
、
保
健

師
や
栄
養
士
が
出
前
講
座

で
栄
養
指
導
を
し
、
ま
た
、
昨

年
度
か
ら
理
学
療
法
士
が
指
導

助
言
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
理
学
療
法
士
の
昨
年
度
の　

指
導
は
通
い
の
場
71
カ
所

の
う
ち
、
２
カ
所
で
少
な
い
。

市
民
は
出
前
講
座
や
訪
問
指
導

を
知
ら
な
い
。
市
民
へ
の
周
知

や
定
期
的
な
訪
問
指
導
を
し
て

は
。

　
　
保
健
師
が
年
に
１
回
定
期

訪
問
し
、
理
学
療
法
士
も

な
る
べ
く
訪
問
し
ま
す
。

　
　
閉
じ
こ
も
り
の
高
齢
者
や

フ
レ
イ
ル
で
通
い
の
場
に

来
ら
れ
な
い
人
へ
の
介
護
フ
レ

イ
ル
予
防
は
。

問答問答問

　
　
現
在
作
成
中
の
本
市
独
自

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
ま
す
。

要
望 

専
門
職
が
関
わ
る
個
別

の
支
援
の
充
実
を
要
望
す
る
。

　
　
専
門
職
に
求
め
ら
れ
る
役

割
を
考
え
る
と
、
人
員
強

化
が
必
要
で
は
。
地
域
包
括
ケ

ア
の
体
制
づ
く
り
が
全
国
的
に

進
み
、
例
え
ば
広
島
市
は
計
画

的
に
保
健
師
を
増
員
し
て
い

る
。
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
現
在
の
保
健
師
の
体
制
で

は
訪
問
活
動
が
十
分
で
な

い
の
も
事
実
で
、
事
務
改
善
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
か
ら
の
定
員
適
正
化
計
画

の
策
定
に
向
け
、
保
健
師
等
の

専
門
職
の
採
用
の
あ
り
方
を
検

討
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
福
祉
は
地
方
自
治
の
根
幹
で

あ
り
、
命
や
健
康
に
関
わ
り
、

地
に
足
を
つ
け
た
活
動
が
必
要

で
あ
る
。
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
せ
る
社
会
に
す
る

た
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や

子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
も
、

保
健
師
な
ど
の

専
門
職
の
人
員

強
化
を
要
望
す

る
。 答問答

長坂　実子
介護予防・フレイル予防のさらなる充実を
　　必要な支援を行い、高齢者が住み慣れた地域で
　　自分らしい生活ができるよう事業を推進する答

　
　
沖
美
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
空
調

設
備
が
故
障
し
、
修
理
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
１
年
が
経
過
し
、

ホ
ー
ル
は
夏
と
冬
の
間
は
使
用

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
地
元

自
治
会
や
各
文
化
団
体
か
ら
、

「
早
期
の
修
理
を
」
と
の
声
が

届
い
て
い
る
と
思
う
が
、
修
理

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に

至
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

当
該
施
設
の
空
調
設
備
の

修
繕
は
、
多
額
な
費
用
を

要
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

全
市
的
な
視
野
で
対
応
方
針
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
今
後
の
修
繕
計
画
に
つ
い

て
は
。

　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
の
空
調

　
　
設
備
だ
け
で
な
く
、
施
設

・
設
備
の
修
繕
計
画
の
基
と
な

る
劣
化
状
況
調
査
を
新
年
度
予

算
で
計
上
し
、
施
設
の
将
来
的

な
あ
り
方
を
検
討
の
上
、
修
繕

計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、

新
耐
震
基
準
に
も
適
合
し
、

避
難
施
設
と
し
て
も
安
心
し
て

利
用
で
き
、
今
後
数
十
年
は
活

用
で
き
る
施
設
で
あ
り
、
活
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で

あ
る
と
思
う
が
考
え
を
伺
う
。

問問答問問答問問

　
　
沖
美
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

は
新
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
お
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

い
な
が
ら
今
後
も
使
い
続
け
て

い
く
施
設
で
す
。

お
わ
り
に

　
「
江
田
島
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
は
「
公
共
施

設
の
整
備
・
更
新
・
維
持
管
理

を
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行

い
、
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し

つ
つ
、
可
能
な
限
り
長
寿
命
化

を
図
る
」
と
あ
り
、「
新
耐
震

基
準
で
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設

は
定
期
的
に
修
繕
工
事
を
実
施

し
、
良
好
な
状
態
に
保
ち
、
将

来
に
わ
た
り
有
効
活
用
す
る
」

と
あ
る
が
、
現
在
の
沖
美
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
良
好
な
状

態
が
保
た
れ
て
い
る
と
は
言
え

ず
、
年
間
を
通
じ
た
利
活
用
が

で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
取
り
組
み
を
重
ね
て
お
願
い

す
る
。

答

酒永　光志
沖美ふれあいセンターの空調設備の修理を早急に 
　　 多額な費用がかかることが判明、全市的な視野で
　　対応方針を検討する答

　
　
空
き
家
対
策
の
補
助
事
業

に
お
い
て
10
月
５
日
時
点

で
ほ
ぼ
予
定
件
数
に
達
し
て
い

る
。
補
正
で
予
算
を
追
加
し
て

い
る
が
、
補
助
金
の
予
算
を
ど

う
考
え
る
か
。
今
後
も
増
え
る

で
あ
ろ
う
空
き
家
の
問
題
。
来

年
度
以
降
の
考
え
も
含
め
問
う
。

　
　
空
き
家
等
対
策
推
進
補
助　

に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性

化
に
資
す
る
活
用
促
進
に
対
す

る
も
の
と
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
の
保
全
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
相
続
登
記
、
危

険
家
屋
除
去
、
購
入
、
修
繕
な

ど
８
つ
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
空
き
家
所
有
者
等

に
補
助
制
度
に
関
す
る
チ
ラ
シ

を
送
付
し
た
効
果
が
あ
り
、
想

定
予
算
を
上
回
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
以
降
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
近
年
の
申
請
実
績

を
踏
ま
え
、
予
算
確
保
に
努
め

る
と
と
も
に
、
購
入
補
助
等
に

つ
い
て
は
国
の
補
助
制
度
も
活

用
し
、
市
の
財
政
負
担
の
軽
減

に
も
努
め
ま
す
。

お
わ
り
に

　

空
き
家
が
放
置
さ
れ
る
と
、

近
隣
住
民
の
安
全
不
安
、
衛
生

不
安
、
景
観
の
不
満
な
ど
、
環

境
の
保
全
を
担
保
で
き
な
い
。　

　
ま
た
、
執
行
部
に
お
い
て
も

相
当
な
労
力
が
か
か
る
こ
と
、

問答

費
用
の
回
収
の
不
安
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
発
生
す
る
。
高

齢
化
の
進
む
江
田
島
市
で
は
、

今
後
ま
す
ま
す
空
き
家
は
増
加

す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
執

行
部
や
我
々
議
員
だ
け
で
な

く
、
自
治
会
や
市
民
の
皆
さ
ま

に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
次
世
代
に

負
の
財
産
を
残
さ
な
い
よ
う
に

対
応
さ
れ
た
い
。

美濃　英俊
空き家対策の補助金について。補助金予算を来年度 
も含めどのように考えるか問う
　　予算確保に努めるとともに国の制度も活用します答

沖美ふれあいセンター沖美ふれあいセンター

百歳体操百歳体操
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平
成
24
年
４
月
に
休
止
さ

れ
た
、
小
用
‐
大
須
、
差

須
浜
線
の
路
線
バ
ス
の
復
活
は

可
能
で
あ
る
か
。

　
　
こ
の
路
線
は
、
路
線
バ
ス

　
　
は
運
行
し
て
い
な
い
も
の

の
、
路
線
バ
ス
と
同
じ
運
行
形

態
の
「
江
田
島
北
部
朝
夕
便
」

が
、
朝
と
夕
方
の
時
間
帯
に
、

毎
日
３
往
復
、
ま
た
、
日
中
の

時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
予
約
に

応
じ
て
運
行
す
る
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
「
江
田
島
北
部
線
」
が
週

３
日
５
往
復
運
行
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
利
用
状
況
を
見

て
み
ま
す
と
、
江
田
島
北
部
朝

夕
便
が
１
日
当
た
り
約
６
人
、

江
田
島
北
部
線
が
１
日
当
た
り

約
44
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
路

線
バ
ス
を
運
営
す
る
江
田
島
バ

ス
で
は
、
大
変
厳
し
い
経
営
環

境
に
置
か
れ
な
が
ら
、
人
材
、

車
両
な
ど
の
限
ら
れ
た
資
源
を

効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
で
、

公
共
交
通
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
利
用
状

況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
こ
の
間

の
路
線
バ
ス
で
の
運
行
は
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

や
効
率
化
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問答問

　
　
実
際
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、

　
　
か
つ
、
費
用
対
効
果
が
高

い
と
見
込
ま
れ
る
も
の
は
、
積

極
的
に
推
進
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
公
共
交
通
の
存
続
を
は
か 

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
著
し
い
本
市
に
と

っ
て
、
地
域
公
共
交
通
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
生
活
を
守
る
大

切
な
移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
便
利
で
使
い
や

す
い
公
共
交
通
網
の
形
成
に
取

り
組
み
、
さ
ら
な
る
利
用
の
促

進
に
努
め
ま
す
。

　
　
Ｂ
Ｕ
Ｓ
ｉ
ｔ
や
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ

Ｙ
に
関
す
る
今
後
の
対
応

は
。

　
　
Ｂ
Ｕ
Ｓ
ｉ
ｔ
は
、
利
用
者

の
利
便
性
が
著
し
く
損
な

わ
れ
な
い
限
り
、
継
続
し
て
使

用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
に
替
わ
る
新
シ

ス
テ
ム
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
便
利
で

望
ま
し
い
シ
ス
テ
ム
を
選
択
す

る
よ
う
、

も
う
少

し
他
社

の
状
況

を
注
視

し
な
が

ら
見
極

め
て
い

き
ま
す
。

答問答

筧本　語
陸上公共交通の改善について
　　便利で使いやすい公共交通網の形成に取り組み、
　　さらなる利用の促進に努める答

　
　
江
田
島
市
が
今
後
も
活
力

を
保
持
し
続
け
る
に
は
、

自
主
財
源
の
確
保
が
求
め
ら
れ

る
。
と
り
わ
け「
合
併
特
例
債
」

の
発
行
が
で
き
な
く
な
る
、
令

和
７
年
度
以
降
の
予
算
を
編
成

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
自
主
財

源
次
第
で
施
策
の
幅
が
決
ま
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

先
進
自
治
体
の
取
り
組
み
に
学

び
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
受
け
入
れ
拡
大
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
。
３
Ｆ
（
フ
ル
ー
ツ

･

フ
ラ
ワ
ー･

フ
ィ
ッ
シ
ュ
）

を
は
じ
め
と
す
る
返
礼
品
の
拡

充
お
よ
び
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
27
年
度
か
ら
取
り
組

　
　
み
を
進
め
る
本
市
の
返
礼

品
は
、
開
始
当
初
は
牡
蠣
や
お

酒
、
調
味
料
や
工
芸
品
な
ど
13

事
業
者
で
23
品
目
で
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
、
市
内
事
業
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
受
託
事
業

者
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
セ
ッ

ト
商
品
の
展
開
や
新
た
な
返
礼

品
の
出
品
が
な
さ
れ
、
本
年　

10
月
現
在
で
、
市
内
34
事
業
者

の
皆
さ
ま
か
ら
約
２
３
０
品
目

を
出
品
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
の
恵
み
で
あ
る

果
物
や
花
、
海
産
物
な
ど
３
Ｆ

に
関
す
る
返
礼
品
を
は
じ
め
、

い
ち
ご
狩
り
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
体
験
チ
ケ
ッ
ト
、
宿
泊
券
を

含
む
体
験
型
の
返
礼
品
に
つ
い

問答

て
も
、
出
品
さ
れ
る
事
業
者
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
事
業
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
返
礼
品
の
充
実
に
努

め
、
特
産
品
の
磨
き
上
げ
に
よ

る
産
業
の
振
興
や
体
験
型
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
に
寄
与
す
る
取
り
組

み
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
官
民
協
働
で
ふ
る
さ
と
寄

附
金
を
さ
ら
に
拡
大
し
て

い
く
に
あ
た
り
、
市
が
そ
の
司

令
塔
的
な
機
能
を
発
揮
し
て
い

く
た
め
、
こ
の
業
務
に
注
力
で

き
る
組
織
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
る
が
ど
う
か
。

　
　
ど
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ

た
自
主
財
源
の
確
保
と
魅
力
発

信
、
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
の

か
、
本
市
に
と
っ
て
大
切
な
取

り
組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
来
年
度
の
組
織
体
制
づ
く

り
の
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

上本　雄一郎
ふるさと納税のさらなる取り組みを
　　魅力ある返礼品の充実に努め、産業の振興や
　　交流人口の拡大に寄与する取り組みとしたい答

平成24年4月に休止された平成24年4月に休止された
江田島町北部路線バス江田島町北部路線バス

わがまちの誇る柑橘類やお花など わがまちの誇る柑橘類やお花など 
返礼品のさらなる拡充が望まれる返礼品のさらなる拡充が望まれる

令
和
４
年
12
月
定
例
会
で
同
意
・
可
決
さ
れ
た
議
案

＊
全
議
員
が
同
意
・
賛
成
し
ま
し
た
。

● 公平委員会の委員の選任につき同意を求めることについて
● 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて　他３件
● 人権擁護委員候補者の推薦について　他３件
● 江田島市情報公開・個人情報保護審査会設置条例案について
● 江田島市手数料条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市情報公開条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市個人情報保護条例を廃止する条例案について
● 江田島市と広島県との間における行政不服審査会事務の事務委託に関する規約の変更に係る協議について
● 江田島市職員定数条例等の一部を改正する等の条例案について
● 江田島市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について　
● 江田島市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案について
● 江田島市港湾施設等設置及び管理条例及び江田島市漁港管理条例の一部を改正する条例案について
● （仮称）切串交流プラザ及び認定こども園きりくし新築工事（建築）請負契約の締結について
● 公の施設の指定管理者の指定について
● 広島県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について 
● 令和４年度江田島市一般会計補正予算（第４号）
● 令和４年度江田島市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
● 令和４年度江田島市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予算（第２号）
● 令和４年度江田島市港湾管理特別会計補正予算（第１号）
● 令和４年度江田島市水道事業会計補正予算（第２号）
● 令和４年度江田島市下水道事業会計補正予算（第２号）

追跡
一般質問で執行部が「協議します」や「検討します」と答弁した
内容について、その後どのようになったのかをお知らせします。

  あのどうなった！？

質問
　
　

利
用
者
の
減
少 

　
　

で
、
公
共
交
通

の
維
持
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
中
、
法

改
正
に
よ
り
高
齢
者

の
免
許
証
返
納
が
進

む
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、

生
活
に
必
要
な
移
動

対
策
を
ど
う
す
る
の

か
。

　
　

年
間
１
０
０
０ 

　
　

頭
を
超
え
、
捕

獲
す
る
イ
ノ
シ
シ
の

埋
設
場
所
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
今
後

の
こ
と
を
考
え
る
と
、

処
理
施

設
が
必

要
で
は

な
い
か
。

　
12
月
１
日
に
バ
ス
の 

ダ
イ
ヤ
改
正
が
行
わ
れ
、

通
院
や
買
い
物
等
の
利

便
性
が

一
部
の

地
域
で

改
善
。

　
一
般
廃
棄
物
と
し
て

埋
め
立
て
や
焼
却
処
分

が
で
き
な
い
か
な
ど

協
議
中
。

一
部
地
域
で
改
善

現
在
も
協
議
中

問問

答答

江
田
島
市
の
地
域
公
共
交
通
は
令和４年
６月議会

イ
ノ
シ
シ
の
処
理
施
設
は

令和３年
９月議会
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筧本委員　  美濃委員　  沖元委員    長坂副委員長     沖委員長　   吉野委員　    平川委員      上本委員

主
な
活
動
内
容

⃝

10
月
12
日
（
水
）

　

 

農
林
水
産
課
へ
の
聞
き
取
り
調
査

　

 

有
害
鳥
獣
対
策
、
特
に
イ
ノ
シ

シ
対
策
に
つ
い
て

⃝

11
月
９
日
（
水
）

　

 

有
害
鳥
獣
対
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
、
担
当
部
局
へ
提
出

す
る
質
問
事
項
の
と
り
ま
と
め

　

 

保
健
医
療
課
か
ら
説
明
を
聴
取

　

 「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
報
告

書
（
平
成
30
年
度
～
令
和
２
年

度
事
業
）」
に
つ
い
て

⃝

12
月
21
日
（
水
）

　

 

有
害
鳥
獣
対
策
の
質
問
事
項
へ

の
回
答
を
基
に
し
た
協
議
や
今

後
の
取
り
組
み
項
目
に
つ
い
て

産
業
厚
生 

常
任
委
員
会

産
業
部
、土
木
建
築
部
、企
業
局
、農
業
委
員
会
、市
民
生
活
部
、

福
祉
保
健
部
お
よ
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す
る
事
務

宮下委員 古居委員 浜西委員 上松副委員長 岡野委員長 山本委員 酒永委員 平本委員

主
な
活
動
内
容

⃝

10
月
５
日
（
水
）

　

 

総
務
課
・
財
政
課
へ
の
聞
き
取

り
調
査

　

 

行
財
政
経
営
計
画
の
進
捗
状
況

や
基
金
管
理
の
状
況
に
つ
い
て

⃝

11
月
７
日
（
月
）

　

 

執
行
部
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

も
と
に
し
た
今
後
の
調
査
項
目

の
ま
と
め

⃝

12
月
21
日
（
水
）

　

 

企
画
振
興
課
・
政
策
推
進
課
へ

の
聞
き
取
り
調
査

　

 

未
利
用
財
産
の
売
却
や
外
郭
団

体
等
の
適
正
運
営
の
状
況
に
つ

い
て

総
務
文
教 

常
任
委
員
会

総
務
部
、
企
画
部
、
危
機
管
理
監
、
会
計
課
、
議
会
事
務
局
、

監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
、
消
防
お
よ
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
関
す
る

事
務
な
ら
び
に
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
務

旧峠市営住宅跡地旧峠市営住宅跡地
（大柿町大原）（大柿町大原）

旧鹿川保育園旧鹿川保育園
（能美町鹿川）（能美町鹿川）

旧楠田会館旧楠田会館
（大柿町柿浦）（大柿町柿浦）

　
未
利
用
財
産
の
売
却
の
推
進

 

現
在
の
状
況 

・ 

公
募
等
に
よ
る
売
却
を
は
か
る

と
と
も
に
、
物
件
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
や
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を
行
い
売
却

促
進
を
は
か
っ
て
い
る
。

・ 

解
体
に
よ
り
売
却
な
ど
が
見
込

ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
解
体

を
進
め
て
い
る
。

 

抱
え
て
い
る
課
題 

・ 

敷
地
内
の
雑
草
除
去
を
含
む
物

件
の
維
持
管
理

・ 

条
件
の
悪
い
物
件
の
売
却
見
込

み
が
低
い
こ
と

・  

好
立
地
だ
が
残
っ
て
い
る
建
物

の
解
体
費
用
が
負
担
と
な
る
物

件
の
存
在

 

委
員
か
ら
の
質
問 

Ｑ　
未
利
用
財
産
の
維
持
管
理
費

は
年
間
い
く
ら
か
。

Ａ　
令
和
３
年
度
は
約
２
３
０
万

円
で
、
令
和
４
年
度
は
11
月
ま
で

で
約
３
０
０
万
円
で
す
。

公共施設の再編等によって発生した未利用財産（一部）

　
有
害
鳥
獣（
イ
ノ
シ
シ
）対
策

 

質
問
事
項
へ
の
回
答
（
抜
粋
） 

Ｑ　

捕
獲
班
の
平
均
年
齢
は
64

歳
、
後
継
人
材
確
保
や
育
成
は
。

Ａ　

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議

会
で
早
急
に
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

捕
獲
意
欲
を
保
て
る
よ
う

捕
獲
報
償
金
を
引
き
上
げ
て
は
。

Ａ　

限
ら
れ
た
財
源
で
効
果
的

な
対
策
を
講
じ
る
に
は
、
捕
獲

に
偏
る
の
で
は
な
く
、
防
除
と

環
境
改
善
を
一
体
と
し
た
総
合

防
除
対
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
、
捕
獲
報
償
金
の
引

き
上
げ
は
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　
予
算
の
増
額
は
不
可
欠
。
対

策
の
強
化
を
強
く
求
め
る
。

Ａ　

限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
等

で
最
大
限
の
効
果
が
発
揮
で
き

る
よ
う
、
関
係
部
局
と
協
議
を

進
め
ま
す
。

Ｑ　
最
も
効
果
的
な
対
策
は
。

Ａ　

地
域
を
主
体
と
し
た
「
総

合
防
除
（
防
除
、
環
境
改
善
、

捕
獲
の
一
体
的
な
取
り
組
み
）」

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
え
さ
場
を

な
く
す
。
②
潜
み
場
を
な
く
す
。

③
囲
え
る
畑
を
守
る
。
④
人
里

は
怖
い
と
覚
え
さ
せ
る
。
⑤
加

害
個
体
を
捕
獲
す
る
。
こ
の
順

番
で
の
対
策
が
効
果
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
の
生
態
や
適
切
な

防
除
、
環
境

改
善
等
に
つ

い
て
研
修
会

等
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

ま
と
め

　

今
後
、
当
委
員
会
と
し
て
効

果
的
な
イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い

て
知
見
を
深
め
る
と
と
も
に
、

市
の
取
り
組
み
を
一
層
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

集落単位での研修会の様子集落単位での研修会の様子

調
査
報
告
概
要

調
査
報
告
概
要
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　　教え
て！

議会のこ
と
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
く
よ
き
新
春
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
『
卯
』。
成

長
や
飛
躍
、
豊
穣
、
子
孫
繁
栄

な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
を
願
う
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
役
に
立
ち

親
し
み
や
す
い
広
報
紙
と
な
る

よ
う
、
委
員
一
同
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

平
本　
美
幸

〜 

編
集
後
記 

〜

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長　
　
長
坂　
実
子

　
副
委
員
長　
上
本　
雄
一
郎

　
委　
員　
　
岡
野　
数
正

　
委　
員　
　
美
濃　
英
俊

　
委　
員　
　
平
本　
美
幸

　
委　
員　
　
宮
下　
成
美

市議会ってどんなことをしているの？
わがまちのマスコットキャラクターた
ちから投げ掛けられる質問に議会広報
特別委員会がお答えします！

委　員

委　員

委　員

のるる

のるる

のるる

のるる

市議会議員って何をするの？

昨年末に改正地方自治法が参議院で可決・成立
し、地方議員の兼業規制が緩和されることに
なったね。議員のなり手不足が解消されるとい
いね。

そうなんだね、だから地域の住民の代表なんだね。明る
い地域の未来のために、大きな責任を持っているんだね。
市議会議員は、議員以外の仕事もできるの？

みんなのために働くのが市議会議員なんだね。
じゃあ、議員にはどんな権限があるの？

地方公共団体の予算を決定する権限、条例を制定する権限、首長を問責
する権限などがあって、法律で決まっているんだよ。

市議会議員は公職（選挙で選ばれる職及び職務）で、
市民にとって住みよい地域のために尽力するのが仕
事なんだ。

市議会議員は非常勤の特別職なんだよ。つまり、定年や労
働時間の規制がある一般職とは違うし、通常の所定労働時
間を通じて勤務する常勤じゃないんだよ。議員以外の民間
の仕事も兼業できるんだ。

のるる
　江田島市公共交通イメージキャラクター

今号の質問者

令和４年11月に誕生！
体は江田島の形。ほっぺは桜。
船の帽子とバスのかばんを持っています。
公共交通に Let's のるる〜！！


